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市
民
参
画
と
協
働

を
強
調
し
て
い
る
が
、

市
長
の
意
図
は
何
か
。

直
接
請
求
に
よ
る

斜
面
地

建
築
規
制

問
題
で
市
長
は
議
会

審
査
の
中
で
、
秋
ま
で
に
見
解
を

ま
と
め
る

と
答
弁
し
た
が
、
施

政
方
針
で
は

地
盤
面
の
取
り
扱

い
は
研
究
し
て
い
く

と
あ
る
。

明
確
に
時
期
を
示
す
べ
き
だ
。

入
札
・
契
約
制
度
の
改
善
は

支
出
削
減
の
効
果
が
大
き
い
。
さ

ら
な
る
改
善
や
、
慣
行
に
と
ら
わ

れ
な
い
見
直
し
を
行
う
べ
き
だ
。

行
政
執
行
の
継
続
性
は
市
長

等
の
枕
詞
だ
が
、
昭
和
五
十
四
年

五
月
市
議
会
で
、
芦
屋
浜
シ
ー
サ

イ
ド
地
区
開
発
に
関
し
、
水
利
負

担
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。
議

今
、
日
本
各
地
で
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
循
環

型
社
会
白
書
で
は
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
二
○
○
三
年
度
で
一
六

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
本
市

で
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
増

え
て
い
る
の
か
減
っ
て
い
る
の
か
。

更
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
回
収
率

は
近
隣
市
に
比
べ
て
ど
う
か
。

一
昨
年
私
は
、
病
院
経
営
は
医

師
や
看
護
師
な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
今

の
改
革
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
力
を
弱

め
て
お
り
、
そ
れ
が
患
者
数
の
減

少
と
な
っ
て
出
て
い
る
、
と
指
摘

し
た
。
一
年
余
り
経
過
し
た
今
、

私
が
指
摘
し
た
と
お
り
に
な
っ
て

き
た
。
今
年
度
は
約
七
億
円
の
赤

字
見
込
み
で
受
認
の
限
度
を
超
え

て
い
る
。
今
後
は
公
設
民
営
化
な

ど
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

温
暖
化
防
止
対
策
で
、

芦
屋
市
環
境
づ
く
り

推
進
会
議

を
核
に
、
環
境
啓
発

や
環
境
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。

行
政
内
部
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
削
減
に
取
り
組
み
、
昨
年
度

は
目
標
を
超
え
る
削
減
を
実
現
し

た
。
今
後
は

１
４
０
０
１

に
準
拠
し
た

芦
屋
市
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
運
用
し
、

個
々
の
取
り
組
み
や
数
値
目
標
達

成
に
努
め
て
い
く
。
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
の
量
は
平
成
十
五
年
度
以

降
年
々
減
少
し
て
お
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
回
収
率
は
近
隣
各
市

の
中
で
は
比
較
的
高
い
率
で
あ
る
。

市
民
病
院
で
は
、
臨
床
研
修
医

制
度
に
よ
る
常
勤
医
師
不
足
等
で

患
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
、
さ
ら

に
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
で

大
き
く
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
。

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
の
運
営

形
態
に
つ
い
て
、
改
め
て
委
員
会

を
設
置
し
検
討
し
て
い
く
。

決
さ
れ
た
協
定
で
は
、
事
業
者
の

県
住
宅
供
給
公
社
が
工
事
関
係
経

費
を
負
担
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
ま
で
履
行
さ
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
今
後
、
市
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
民
参
画
と
協
働

で
は
、
行
政
側
も
説
明

責
任
を
果
た
し
、
情
報
提
供
も
適

切
に
行
い
、
市
民
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、

互
い
に
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

建
築
物
の
高
さ
を
算
定
す
る

場
合
の
基
準
と
な
る
地
盤
面
の
取

り
扱
い
は
、
今
年
十
月
ま
で
に
新

た
な
取
扱
基
準
を
決
定
し
た
い
。

入
札
・
契
約
制
度
改
善
で
は
、

一
般
競
争
入
札
に
準
じ
た
公
募
型

温
暖
化
防
止
対
策
と
芦
屋

病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

松
木

義
昭

環境処理センター（浜風町）環境処理センター（浜風町）

透
明
性
と
効
率
的
な

市
政
運
営
を
求
め
る新

社
会
党

前
田

辰
一

競
争
入
札
の
適
用
拡
大
等
、
よ
り

競
争
性
を
高
め
た
公
平
な
入
札
執

行
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

阪
神
水
道
企
業
団
第
五
期
拡

張
事
業
の
完
成
工
期
が
平
成
二
十

一
年
度
に
変
更
さ
れ
た
。
当
該
工

事
が
終
了
し
な
け
れ
ば
全
体
事
業

費
が
確
定
し
な
い
こ
と
か
ら
、
兵

庫
県
住
宅
供
給
公
社
と
は
現
在
、

具
体
的
な
協
議
に
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。
今
後
も
話
し
合
い
を
重

ね
て
い
く
。

芦屋浜シーサイドタウン芦屋浜シーサイドタウン

新
年
度
予
算
で
は
定

率
減
税
廃
止
や
年
金
課

税
で
三
億
五
千
万
円
の
増
税
、
国

保
・
介
護
保
険
料
の
重
い
負
担
が

市
民
に
押
し
付
け
ら
れ
、
格
差
と

生
活
不
安
を
一
層
広
げ
る
姿
勢
で

は
な
い
か
。
高
す
ぎ
る
国
保
料
を

軽
減
し
、
生
活
困
窮
者
か
ら
の
保

険
証
取
り
上
げ
を
や
め
よ
。
特
に

病
気
の
家
族
や
子
供
の
い
る
世
帯

へ
の
保
険
証
発
行
を
求
め
る
。

市
民
病
院
は
民
営
化
せ
ず
、
自

治
体
病
院
と
し
て
存
続
し
、
地
域

医
療
の
中
核
と
し
て
公
的
責
任
を

果
た
す
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
を
小
六

と
中
三
の
全
生
徒
対
象
に
四
月
二

十
四
日
に
行
い
、
進
研
ゼ
ミ
の
ベ

芦
屋
の
ま
ち
づ
く

り
に
山
中
市
長
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
理
念
で
臨
ん
で
い

か
れ
る
の
か
。

山
中
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
一
期

約
四
年
間
、
芦
屋
の
た
め
に
全
力

投
球
を
さ
れ
て
、
財
政
再
建
に
一

定
の
め
ど
を
つ
け
た
。
そ
の
ほ
か

多
く
の
実
績
を
高
く
評
価
す
る
。

芦
屋
ブ
ラ
ン
ド

と
い
わ
れ
る

素
晴
ら
し
い
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り

を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
な
理
念
で
も
っ
て

市
政
を
運
営
し
て
い
く
の
か
。

財
政
の
悪
化
で
凍
結
さ
れ
て

い
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の
ほ

ど
民
間
の
福
祉
財
団
の
支
援
を
得

て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
機
能
が

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
は

福
祉
と
教
育
の
充
実
は

創
政
ク
ラ
ブ

来
田

守

発
揮
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

内
容
を
充
実
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

学
校
教
育
で
の
学
力
向
上
対

策
と
し
て
、
国
で
も
今
、
見
直
し

が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

対
策
は
ど
う
か
。本

市
で
は
、
先
人

の
努
力
に
よ
り
、
文
化

の
香
り
高
い
、
景
観
に
配
慮
さ
れ

た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
さ
れ
て

き
た
。
今
後
は
市
民
と
行
政
の
協

働
の
も
と

心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

自
然
環
境
を

暮
ら
し
に
活
か
す
ま
ち

ふ
れ

あ
い
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち

を

基
本
理
念
と
し
、
知
性
と
気
品
に

輝
く
活
力
あ
る
国
際
文
化
住
宅
都

市
、
世
界
中
の
人
々
が
一
度
は
訪

れ
た
い
と
思
う
清
潔
で
花
い
っ
ぱ

い
の
美
し
い
ま
ち
を
目
指
し
た
い
。

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後

の
芦
屋
の
保
健
福
祉
の
拠
点
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

温
泉
を
活
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
施
設

等
、
具
体
的
な
構
想
は
、
多
く
の

市
民
等
の
意
見
を
聞
き
策
定
委
員

会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

学
力
向
上
事
業
で
は
、
チ
ュ

ー
タ
ー
や
学
習
指
導
補
助
員
を
配

置
し
、
数
学
等
の
基
礎
的
内
容
の

定
着
の
取
り
組
み
に
努
め
て
い
る
。

福祉センター建設予定地（呉川町）福祉センター建設予定地（呉川町）

現
在
の
消
防
本
部
の

立
地
は
、
北
に
阪
神
電

鉄
の
踏
切
、
南
に
国
道
四
三
号
線

が
あ
り
、
東
西
方
向
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
な
く
、
緊
急
出
動
時
の
動
線

に
非
常
に
問
題
の
あ
る
場
所
で
あ

る
。
消
防
出
初
め
式
の
後
の
パ
レ

ー
ド
に
お
い
て
も
、
北
側
の
阪
神

電
鉄
踏
切
が
閉
ま
っ
て
お
り
、
消

防
車
二
台
が
踏
切
が
開
く
ま
で
立

ち
往
生
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
み
る
と
、
市
民
の
安
全

安
心
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
万
全

の
場
所
に
あ
る
と
は
、
到
底
言
え

な
い
も
の
が
あ
る
。

現
在
の
消
防
庁
舎
の
位
置
か
ら

南
に
二
十
メ
ー
ト
ル
移
動
さ
せ
た

だ
け
で
、
な
ん
ら
周
辺
環
境
が
変

わ
ら
な
い
精
道
小
学
校
体
育
館
跡

地
で
の
建
て
替
え
は
、
反
対
で
あ

る
。
市
民
の
安
心
安
全
を
一
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
守
れ
る
最
適
な
場
所

で
の
、
消
防
本
部
の
建
て
替
え
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
見

解
を
求
め
る
。現

消
防
庁
舎
は
老
朽

化
・
狭
あ
い
化
や
一
一

九
番
指
令
装
置
の
老
朽
化
、
消
防

救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
な
ど
の
た
め
、
早
期
に
建
て
替

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
新
た

な
建
設
地
は
、
南
芦
屋
浜
地
区
を

含
ん
だ
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
心
付
近

で
、
幹
線
道
路
や
国
道
に
面
し
た

場
所
が
最
適
地
と
考
え
る
が
、
現

在
の
財
政
状
況
か
ら
そ
の
よ
う
な

用
地
を
新
た
に
取
得
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
市

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る

消
防
庁
舎
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

畑
中

俊
彦

庁
舎
付
近
一
帯
は
公
共
施
設
用
地

と
し
て
必
要
で
あ
り
、
用
地
の
交

換
や
売
却
を
す
る
考
え
は
な
い
。

消
防
庁
舎
建
設
は
、
こ
れ
ま
で

近
隣
住
民
に
説
明
し
て
き
た
。
今

後
は
広
報
あ
し
や
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
市
民
に
説
明
し
て

い
く
。
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の

責
任
は
、
そ
の
内
容
に
も
よ
る
が
、

事
故
の
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

消
防
長
以
下
、
よ
り
一
層
注
意
し

て
い
く
。

現在の消防庁舎（精道町）現在の消防庁舎（精道町）

行
革
の
た
め
電
子
自
治
体

推
進
と
防
災
の
充
実
を公

明
党

帰
山

和
也

山
中
市
政
の
行
革
は
、

こ
の
四
年
間
で
着
実
に

進
捗
し
て
い
る
。
地
方
債
残
高
は

い
ま
な
お
九
百
億
円
を
超
え
て
い

る
が
、
地
方
分
権
へ
の
流
れ
は
よ

り
着
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
負
担
の
軽
減
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
を
確
保
す

る
た
め
、
た
ゆ
む
こ
と
な
く
さ
ら

な
る
行
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年

四
月
に
本
格
実
施
さ
れ
る
電
子
決

裁
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
文
書
管

理
及
び
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
業
務
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
の
削

減
効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
新
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
準
備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

災
害
発
生
時
や
、
災
害
発
生
が

予
測
さ
れ
る
際
に
、
い
ち
早
く
市

民
に
対
し
正
確
な
情
報
を
提
供
す

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備

は
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
検
討
中

の
シ
ス
テ
ム
の
内
容
、
導
入
計
画
、

予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

西山町から今春開園された山手夢保育園を臨む西山町から今春開園された山手夢保育園を臨む

三
月
定
例
会
で
は
、
初
日
の
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
三
月
一

日
（
木
）
、
二
日
（
金
）
の
二
日
間
、
六
会
派
の
代
表
が
二
十
三
項

目
の
内
容
に
つ
い
て
総
括
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

総
括
質
問
の
内
容
の
一
部
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
の
所
属
議
員
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地域非常通信ネットワークシステム地域非常通信ネットワークシステム

電
子
自
治
体
へ
の
対

応
で
は
、
電
子
決
裁
シ

ス
テ
ム
を
含
む
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
と
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
平
成

十
九
年
度
か
ら
稼
動
す
る
。
業
務

の
電
子
化
で
決
裁
処
理
の
迅
速
化

な
ど
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
り
、

文
書
目
録
の
電
子
化
で
公
文
書
公

開
へ
の
対
応
も
促
進
し
た
い
。
コ

ス
ト
削
減
で
は
、
財
務
会
計
処
理

を
各
所
管
課
で
行
う
こ
と
に
伴
い
、

コ
ス
ト
意
識
の
向
上
や
責
任
の
明

確
化
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
会
計

事
務
担
当
職
員
の
若
干
名
削
減
や
、

デ
ー
タ
の
電
子
化
で
紙
資
源
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
使
用
し
て
い
る
地
域
非
常

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は

臨
時
の
実
験
局
で
あ
る
。
新
た
な

防
災
行
政
無
線
は
住
民
へ
災
害
情

報
等
を
直
接
か
つ
迅
速
に
伝
達
す

る
設
備
で
、
設
置
に
は
約
二
億
五

千
万
円
か
か
る
。
新
た
に
導
入
し

た
際
の
投
資
効
果
や
運
用
上
の
問

題
点
等
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

を
交
付
し
て
い
る
が
、
病
気
の
人

や
子
供
が
い
る
と
い
う
理
由
だ
け

で
は
交
付
で
き
な
い
。
公
平
性
の

観
点
か
ら
も
病
気
に
な
っ
て
か
ら

で
は
な
く
、
納
付
困
難
な
場
合
に

は
常
に
窓
口
で
相
談
し
て
ほ
し
い
。

市
民
病
院
で
は
、
公
立
病
院
と

し
て
ど
の
よ
う
な
運
営
形
態
に
す

べ
き
か
、
改
め
て
専
門
家
を
含
め

た
委
員
会
を
設
置
し
検
討
す
る
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
教
育
施

ネ
ッ
セ
、
旺
文
社
系
の

デ

ー
タ
が
採
点
や
家
庭
事
情
の
調
査

も
す
る
の
は
事
実
か
。
受
験
産
業

に
生
徒
の
個
人
情
報
を
握
ら
せ
て

い
い
の
か
。
保
護
者
に
実
情
を
知

ら
せ
て
い
る
の
か
。
テ
ス
ト
を
中

止
し
た
自
治
体
も
あ
る
が
ど
う
か
。

国
民
健
康
保
険
料
で

は
新
た
な
軽
減
措
置
を

設
け
る
考
え
は
な
い
。
保
険
料
に

一
定
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
誠
意

を
も
っ
て
納
付
相
談
し
て
も
ら
っ

て
い
る
方
に
は
短
期
被
保
険
者
証

増
税
・
負
担
増
の
押
し
付
け

格
差
広
げ
る
予
算
は
改
め
よ

日
本
共
産
党

田
中
え
み
こ

策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ

の
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
本

市
で
も
そ
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
に

つ
い
て
は
文
部
科
学
省
の
指
示
の

も
と
実
施
し
て
い
き
た
い
。

国民健康保険の窓口国民健康保険の窓口

総総総

括括括

質質質

問問問

質問

答弁

■創政クラブ（来田 守）
・芦屋のまちづくりについて
・財政の健全化について
・医療と福祉の充実について
・快適なまちづくりについて
・教育について

■ワークショップ（畑中 俊彦）
・平成 年度施政方針について

■公明党（帰山 和也）
・行政基盤づくりについて
・生活環境づくりについて
・福祉社会づくりについて
・教育について
・都市づくりについて

■日本共産党（田中えみこ）
・格差・貧困を打開し、暮らしを
支える市政を

・市立芦屋病院は自治体病院とし
て存続し、地域医療への公的責
任を果たすべきではないか

・公共サービスの 民営化 路線
の見直しを

・平和と国民保護計画について
・子供たちの豊かな成長を保障し
子供の貧困打開を

■英明クラブ（松木 義昭）
・地球温暖化防止対策について
・防火対策について
・奥池集会所の運営について
・市立芦屋病院のあり方について

■新社会党（前田 辰一）
・行政執行について
・市立芦屋病院について
・芦屋市の福祉について

質問項目・会派名簿質問項目・会派名簿

会 派 名 所属議員（◎幹事長 ○副幹事長）

創 政 ク ラ ブ
◎来田 守 ○幣原 みや 山村 悦三
都筑 省三 長野 良三 青木 央

ワ ー ク シ ョ ッ プ ◎畑中 俊彦 ○重村啓二郎 中島 健一

日 本 共 産 党 ◎平野 貞雄 ○木野下 章 田中えみこ

公 明 党 ◎帰山 和也 ○田原 俊彦 徳田 直彦

英 明 ク ラ ブ ◎松木 義昭 ○小川 芳一 伊藤とも子

新 社 会 党 ◎前田 辰一 ○山口みさえ

会派に属さない議員
大久保文雄 寺前 尊文 山田みち子
灘井 義弘

※山田議員は３月 日付、田中議員は４月 日付で議員辞職しました。

３月 日定例会閉会後

退職議員に花束を贈呈しました
３月 日定例会閉会後

退職議員に花束を贈呈しました
芦屋市議会の伊藤とも子議員（４期
年）、来田守議員（３期 年）、山田

みち子議員（２期８年）、田中えみこ議
員（７期 年）、青木央議員（４期 年）、
小川芳一議員（５期 年）の６人が、今
期で退職する意向を示されました。
今期議員の任期は６月 日（日）まで
ですが、今回が任期中では最後の定例

会となることから、本会議最終日の３
月 日（月）に、議事がすべて終了し閉
会した後、退職する６議員からあいさ
つを受けるとともに、花束を贈呈しま
した。６人の議員活動に対し、山中市
長をはじめ、当局出席者や同僚議員、
傍聴席から、温かい拍手が送られまし
た。

伊藤とも子議員
４期 年間、無事
に議員の役割を果た
してこられたのは、
皆様の力添えの賜物
であったと感謝して
いる。人口の半分は
女性であり、今後も
女性議員を増やすこ
とに尽力していきた
い。

山田みち子議員
市民の皆様の応援
があったからこそ、
この８年間、走り続
けることができた。
今後もどんな立場に
なっても震災の時に
誓ったように、この
一命を芦屋のために
捧げるつもりでいる。

田中えみこ議員
議員になった当初

は、同和行政の嵐の
中だった。暮らしの
声を政治にというこ
とで、全力を尽くし
てきた。地方自治は
民主主義の小学校と
いわれるが、奥深い
ものがあると感じて
いる。

青木 央議員
瞬く間の 年間で

あった。震災、その
後の予算議会で市政
始まって以来の一般
会計予算の否決が強
烈に頭の中に残って
いる。多くの皆様、
また、家族の支えに
心から感謝申し上げ
る。

小川 芳一議員
光陰矢の如し、あっ
という間の 年でし
た。きびしい財政状況、
トンネルの先に明か
りが見えてきた。市
民に夢を持たせる政
策を今後も続けてほ
しい。その意味から
も福祉センター建設
を評価する。

来田 守議員
議員になった当初
は、震災復興事業に全
力を上げ、その後の財
政再建、さらに、私の
長年のテーマである
福祉の充実に一生懸
命に取り組んできた。
芦屋市政発展のため、
役に立ったのかと自
問自答している。


